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第5章 家族本位志向 とオ リエ ンテー シ ョン

本第5章 で は,日 照 とオ リエ ソテ ー シ ョ ソの 問 題 に つ いて 分 析 ・考察 す るが,こ れ らの

問題 は家 族 本 位 志 向 と結 び つ け て述 べ られ て い る場 合 が 多 い の で,ま ず,こ の時 代 の家 族

本位 志 向 に つ い て概 観 した後 に,日 照 とオ リエ ソテー シ ョソの問 題 に つ いて の,専 門 家 と

『婦 人之 友』 誌 読 者 との意 見 を比較 ・分 析 す る。 つ いで,住 宅 の 平 面図 の オ リエ ソテ ー シ ョ

ソにつ い て 分 析 す る。

つ ま り,本 第5章 の 目的 は ,日 照 や オ リエ ソテ ー シ ョソの 問題 に つ いて の,・ 享門 家 の 意

見 や 専 門 家 の 設 計 した住 宅 平 面 図 な ど と比 較 しな が ら,『 婦 人 之 友 』 誌 読 者 の 意 見 と,

『婦 人 之友 』 誌 読 者 の 設 計 した住 宅 平 面 図 と を分 析 し,こ の 問題 へ の 具体 的 な対 応 の実 態

をあ きらか にす ることであ る。

方 法

住宅 の平面 図の分析 の手順 はつ ぎの とお りで あ る。

①r婦 人之友』誌 に掲 載 された住宅 の 平面図 を設計者 の別 に よって分類 した。 専門家 の

設計 した もの55例,『 婦 人 之 友』 誌 読 者 の設 計 した もの76例,設 計 者 不 詳 お よび そ の他26

例,計157例 で あ る。

分析 に あ た って は,70坪 を こえ る人 邸 宅 や15坪 未 満 の狭 小 簡 易 な住 宅 や併 川住 宅 な どは

除 き,機 能 に も とつ く室 名 呼称 の把 握 で きな い もの ・ワ ソル ー ム の もの も除 い た の で ,分

析 の対 象 と な る住 宅 の平 面 図 は,専 門 家 が 設 計 した もの42例,『 婦 人 之 友』 誌 読 者が 設 計

した もの59例 とな った。

② 住 宅 の平 面 図 には,機 能 に もとつ く室 名呼称 が よ く記 入 され て い るので,部 屋 の分 類

には これ を用 い た が,必 要 に応 じて 関連 記 事 中 か ら推 測 して 補 った。

③ 各室 をだ ん らん空 間,接 客 空 間,私 室空 間 に分 け,こ れ に台所 を加 えて,そ れ ぞれ の

空間 の オ リエ ソテー シ ョンに関 す る分 析 をお こな った。

〈だ ん らん空 間 〉

だん らん空 間 を住宅 平 面 図 や室 名呼称 だけ か ら特定 す る ことは難 しいので ,関 連 記事 を

もふ くめて だ ん らん空 間 を特定 した。 関連 記 事 か らだ ん らん空 間 が特定 で きる住宅 平 面図

について は そ の部 屋 を分 析対 象室 と した。 関連 記 事 な どか らだん らん空 間 が特定 で きな い
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住 宅 平 面 図 に つ い て は,「 茶 の 間」,「 食 堂 」,「 居 間 」,「 廣 間 」 な どの 呼 称 の あ る部

屋 す べ て を分 析 対 象 室 と した。

〈接 客 空 間 〉

接 客 空 間 に つ い て は,室 名 呼 称 か ら 「座 敷 」,「 鷹 接 室 」,「 客 間 」 な ど を と っ た 。

「廣 間 」 や 「書 齋 」 な ど も接 客 に も用 い られ て い た もの が 多 い が,こ こで は そ れ らを と ら

ず,接 客 を主 目的 に設 計 され た部 屋 の み を対 象 と した。

〈私 室 空 間 〉

私 室 空 間 に は,室 名呼 称 か ら 「寝 室 」,「 子供 部 屋 」,「 老 人 室 」 な ど を と った。 住 宅

平 面 図 中 に これ らの呼 称 が ま った くみ られ な い住 宅 や,「 老 人室 」,「 子 供 室 」 の み しか

み られ な い もの が あ り,「 客 間 で もあ る と共 に 多分 御 主 人 夫 婦 の寝 室 に も使 わ れ る」(192

3.8.P119)な どの記 述 もあ る こ とか ら,他 の部 屋 の私 室 へ の 転 用 は十 分 に考 え られ るが,

こ こで は そ れ らを と らな か った。 そ の た め,こ こで述 べ る私 室 空 間 とは,専 用 の性 格 の強

い私 室 空 間 とい う こ とに な る。

第1節 家族本位志向

住 宅 を 家 族 本 位 に と い う 主 張 は 早 く か ら あ り1),『 婦 人 之 友 』 誌 で も1912(明 治45)年

に,「 主 婦 」の 設 計 した 「子 供 本 位 に 建 て ら れ た 家 」(1912.1.P108)が 紹 介 さ れ て い る 。 「家

族 本 位 」(1916.8.P24,1921.4.P26,1923.11.P165)と い う用 語 だ け で は な く,「 家 族 主 義 」

(1916。8.P97),「 子 供 本 位 」(1919.5P47,1933.10.P88),「 夫 婦 本 位 」(1914.8.P90)な ど,

多 様 な 用 語 が 使 わ れ て い る 。 しか し,内 容 的 に は ど れ も よ く似 た 意 味 で 用 い られ て い る。

家 族本位 の主張 の 内容 は ① 「在 來 の 日本住 宅 で は玄 關 や客 室 に金 をかけ,且 つ 家 と し

て の最 良位 置 を 占 め」(1921.4.P39)の よ うに,日 本 の伝 統 的 な住 宅 の 格 式 本位 を批 判 し

て,家 族 の 日常 生 活 を大 切にす る もの ② 「婚禮 とか,或 は葬 式 とか,其 他 多勢 の お客 を

す る時 に これ で は 狭 い か ら こ うい ふ 部 屋 を 取 っ て 置 こ う」(1912.4.P26),「 一 生 に 二 三

度 あ る か な しの,冠 婚 葬 祭 の 準 備 と して,不 用 な 間 の 幾 つ か を お く と云 ふ こ と は,甚 だ し

い 不 経 濟 」(1921.4.P47)の よ うに,儀 式 を 重 視 す る こ と を 批 判 して,家 族 の 日常 生 活 を

大 切 にす る もの ③ 「日本の家屋 は 自分 のため よ りも,寧 ろ他 人 の ため に作 られて居 る」

(1912.4.P24),「 偶 に來 る客 の た め 日あ た りの よ い 室 を 用 意 す る の は 間 違 つ て 居 ます 」

(1921.4.P48)の よ うに,接 客 空 間 を 重 視 す る こ と を批 判 して,家 族 の 日常 生 活 を 大 切 に
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す る もの,に 大 別 で き る。r婦 人 之 友 』 誌 読 者 の 意 見 と して は③ が 多 い。 次 章 で 詳 し くみ

るが,家 族 の 日常 生 活 空 間 を,接 客 空 間 とは 分 離 して 大 切 に しよ うとい う考 え方 が強 か っ

た もの と考 え られ る。

時 期 的 に は,大 正 時 代 の 前 半 頃 まで の もの に は,「 家 族 の 住 む に便 利 な や うに 一略 一 日

當 りの よ い展 望 の よい 主 な る部 分 を家 族 の 住 ひ に,(子 供 部屋 も よ い位 概 に,豪 所 優 遇,

湯 殿 ・便 所 も注 意 す る)」(伊 東 忠 太:1916.8.P24)の よ うに,専 門 家 が 具 体 的 に 家 族 本

位 の 主 張 を説 明 した もの が 多 い が,大 正10年 頃 か ら,単 に 「家 族 本 位 の 家 」(1924.6.P10

2,1935.1.P142),「 子 供 本 位 の 住 宅 」(1933.10.P88)な ど と い う言 葉 だ け の 記 述 に な る。

1921(大 正10)年 に 「主 婦 」 が 投 稿 した 記 事 中 の 住 宅 平 面 図2)に,編 集 部 で 「お 客 に 偏 し

た 家 」 とい う小 見 出 しを つ げ,「 評 は標 題 で 澤 山 で せ う」 と あ っ さ り書 い て い る こ とか ら

も,こ の 頃 に は 『婦 人 之友 』 誌 読 者 に は 家 族 本 位 の 主 張 が 十 分 に 浸 透 し,周 知 の 用 語 と し

て 使 わ れ て い た こ とが わ か る。

第2節 家族本位志向 と日照 ・オ リエ ンテー シ ョン

日照 に 関 す る議 論 もか な り早 くか らみ られ3),『 婦 人 之 友 』 誌 に も硝 子 の 普及 を 望 み,

日照 や 採 光 の 工 夫 を具 体 的 に 記 述 した もの が た くさん あ る。 専 門 家 の 記 事 で は,「 猫 り無

病 の 子 供 の 健 康 を増 進 す る こ とが 出 來 るば か りで な く,結 核 そ の 他 の 病 氣 に罹 って ゐ る チ

供 で も,こ の 日光 浴 を十 分 にす る こ と に よ って,全 治 し得 る場 合 が澤 山 あ り ます 。 い ろ い

ろ の徽 菌 は 天 日に あ て る と死 ん で 仕 舞 ふ 。 日光 は 消 極 的 の 意 味 に於 て は,大 い な る消 毒機

關 で あ ります 」(加 藤 照 磨 醤 學 博 士:1912.6.P105),「 一 年 中 太 陽 が よ く當 る に は,眞 南

とす る よ り も東 に十 度 か十 五 度 傾 け て 家 を建 て る と よい の で す 。 冬 は室 の 奥 まで 日が 人 る

し夏 は 太 陽 の位 置 が 高 くな る か ら冬 程 深 くは 入 って 來 な い」(櫻 井 省 吾:1929.10.P119),

「北 側 に 全 く太 陽 が あ た らな い の も,衛 生 上 良 くな い の で,十 五 度 だ け 西 方 に 向 け て 」

(土 浦 亀 城,1931.2.P5)な ど,啓 蒙 的 に保 健 ・衛 生 的 意 義 や 設 計 上 の理 論 を述 べ た もの が

多 い が,記 者 に よ る紹 介 記 事 や 『婦 人 之 友 』 誌 読 者 の 記 事 で は,「 八畳 の居 間 は,南 側 が

全 部硝 子窓 に な って ゐ て,橡 側 も雨 戸 もあ りま せ ん 」(1916.6.P111),「 冬 の 寒 い と きは

こxに 毛 布 を敷 い て,ガ ラ ス を透 して 來 る光 りを 十 分 入 れ た ら嚥 ぞ 暖 か い だ ら う」(1922.

11.P109),「 雨 降 りな ど に は 暗 くて 書 間 使 へ な い部 屋 で は 困 ります 」(1924.ユ2.P107),

「東 と南 の 出 窓 を 思 ひ切 り幅 廣 く して 部 屋 に 廣 さ と明 る さ を充 分 取 入 れ て,洋 室 乍 ら明 け
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廣 げ た 日本 間 の 気 分 を思 は せ た い」(1933.10.P98)な ど,家 族 本 位 の 志 向 と結 び つ け て 各

室 の配 置や具体 的 な住 み 方や 工夫 ・住 み心地 の よ さを生活実感 と して述 べて い る ものが 多 い。

第3節 だ ん らん 空 間 の 日照 ・オ リエ ン テ ー シ ョ ン

・家 だ ん らん の空 間 と して は
,「 居 間 」 に 関 す る記 述 が 多 い。 「家 族 が 集 ま って 茶 を喫

しな が ら談 話 に 興 じた り時 に は 夕 食 を と り得 る程 度 の居 間 」(徳 永 庸:1926 .10.P129),

「居 間 は 主婦 の 平 常 居 る室 で あ り,一 家 團 簗 す る所 で ,洋 風 住 家 の リビ ソ グル ー ム に相 當

す る もの で,日 當 りが よ くて,衛 生 的 な場 所 を選 ぶ と共 に 相 當 の 廣 さが必 要 で す 」(徳 永

庸:1926.12.P155)な どの 記 述 が み られ るが,「 居 間 」 の 使 い 方 は 「主 婦 部 屋 を 兼 ね 」

(1921.4.P38),「 食 堂 兼 居 間 に 用 ひ,お 客 様 も こ 玉で 鷹 接 」(1921.4.P39)の よ うに複 雑

で 兼 用 的 に使 わ れ て い る もの が 多 く,一 様 で は な い 。 室 名 呼 称 で も 「居 間 兼 食 堂 」13例
,

「居 間 兼 鷹 接 間 」6例 の ほ か,こ れ ら3者 の兼 用 を は じめ ,多 くの種 類 が み られ る。(概

して 洋 室 の 「居 間 」 は接 客 室 を兼 用 し,和 室 の 「居 間 」 は 「主 婦 室 」 ,「 子 供 室 」 な ど を

兼 川 して い る もの が 多 い)。 「居 間 」 と い う呼 称 の 用 法 に つ い て は,主 人 また は 夫 人 の居

室4),あ るい は 単 な る居 室 を さす とみ られ る もの も多 く,'ド 面 図 の 上 か らだ ん らん 空 間 と

して の 「居 間 」 を特 定 す る こ と が技 術 的 に難 しい。 また ,す で に この 当時 「居 間 」 は ほ と

ん ど が 南 面 に と られ て い る こ と,そ して,何 よ り も この 時 代 に 食 事 空 間 の だ ん らん空 間 化

の傾 向 が み られ る こ とか ら,「 食堂 」 ,「 食 事 室 」 や 「茶 の 間 」 の扱 い 方 を軸 に,以 下 の

住 宅 の 平 面 図 の 分 析 を進 め る。r茶 の 間 」 は この 当時,す で に 広 く普及 して い た もの とみ

え,「 茶 の 間 」 の使 い 方 に つ い て述 べ た 記 事 は ほ と ん どみ あ た らな い。 た だ ,「 食 堂 とあ

ります の は 一略 一茶 の 間 と云 ふ 意 味 に な るの か と思 い ます 」(1923 .7.P108)と い う記 述 も

あ り,「 茶 の間 」 を もつ住 宅 の 平 面 図 に は 「食 堂 」 ,「 食 事 室 」 な どは ほ と ん ど な く,逆

に 「茶 の 間 」 を もた な い 住 宅 の 平 面 図 に は 「食 堂 」 か 「食 事 室 」 か ど ち らか が あ る もの が

多 い こ とか ら,少 な くと も 「茶 の 間 」 は 食 事空 間 と して も用 い られ た もの と考 え て ,こ こ

で は 食 事空 間 に ふ くめ て 分 析 す る。

食 事 空 間 の扱 い 方 は,年 代 的 に大 き くつ ぎの2つ に分 か れ る。

(1)明 治 時 代 お わ りか ら大 正時 代 は じめ

表5-1に み る と お り,明 治 時 代 の お わ りか ら1916(大 正5)～17(大 正6)年 頃 まで の
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表5-1「 食 堂 」 ・ 「食 事 室 」 と 「茶 の 間 」 の オ リエ ソテ ー シ ョ ンの経 年 変 化

(設 計 者 の 種 類 別)

ひ リ リ リ リ リ リ り リ リ リ サ 　 リ リ 　 リ リ ロ リ り サ 　 じ り の り
西 暦(年)080910111213141516171819202122232425262728293031323334

年号(年)撃42434445樗3456789101112131415昭 穆3456789

食北面323112
読享*32511華**11
室 他22111

茶 北面7111者簡繭413
なし、12211
食北面111専宇*31
塞**2111
門室他22111
茶北面2111
家簡南面1145
な い41

*接 客室 とならぶ**居 間などと兼用

もの に は,比 較 的 北 向 きの 「茶 の 間 」 が 多 い。 多 くが 『婦 人 之 友 』 誌 読 者の 設 計 した住'宅

の平 面 図 で あ る。1917(大 正6)年 に成 女 高 等學 校 長 宮 田伊1氏 夫 人宮 田 多賀fが 「(川 舎 は)

食 後 の 無 駄 話 が 長 い の で す 。 何 塵 の 家 で も御 飯 が す ん で か らお膳 も ドげ な い で,お 湯 を 呑

み な が ら長 い 世 間 話 を して い る の が お き ま り」(1917.3.P57)で 「これ だ げ で も無 か っ た

ら」(1917.3.P57)と 能 率 の 点 か ら 「古 い 生 活 」(1917.3.P57)と 断 じて い る こ と か ら,ま

だ 食 後 の だ ん らん が 少 な くと も積 極 的 な志 向 と して は定 着 して い な か った こ とが わ か る。

編 集 部 に よ る評 で も 「食 事 部 屋 の な い の は 不 便 で す 」(1914.4.P81)と 専川 の 食 事室 を 勧

め て お り,常 盤 松 女 學 校 校 長 三 角 錫 子 の 新 築 住 宅 の 毫 所 の板 張 り部 分 に折 りた た み 式 の 食

卓 を設 置 した例(1916.6.P112)も 紹 介 して い る。 また 「中 廊 下 型 」 住 宅 に近 い か た ち の も

の で も 「茶 の 間 」 が 台 所 と並 ん で 北 面 に と られ て い る もの が あ り,食 事 空 間 に は だ ん らん

の場 と い う よ りは,能 率 的 に 食 事 をす る場 と して の 性 格 が 求 め られ て い た こ とが わ か る。
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饗鵬1轟1
『婦 人之 友』 誌 読 者 『婦 人 之 友 』 誌 読 者

住 み よ き家 の間 取 圖 其 三(1914)*住 み よ き家 の 問 取 圖 其 四(1914)*

台所 綿臨 ・輿 ・鮭

庸 〒 …姻噸 轟 轄1…慧 …凄
主人書齋 座敷 祭 1累

老人居室 .居 間

居間^、 勉強室

ノ』、供室 一 一`'

『婦 人 之 友』 誌読 者 『婦 人之 友』 誌 読 者

住 み よ き家 の間取 圖其 十二(1914)**住 宅 建 築 問答

小住宅 の建 築 費(1923)*

図5-1北 面 「茶 の間」 を もつ住 宅 の平面 図例
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もち ろ ん 同 じ時 期 に,積 極 的 に 「茶 の 間 」 や 「食堂 」 を 南面 に と った例 は あ るが,ま だ

格 式尊 重 の住居観 を捨 て る ことがで きず,① 縁 側 を多用 して ② 軸 を45度 振 る ことに よっ

て,あ るいは③ 二階建 て にす る ことに よ って接 客空 間 に も食 事空 間 に も,す べて の部屋 に

日照 を得 よ うと努 力 して い る。 大 正時 代 初期 まで の家 族 本位志 向 の特 徴 と もい え る もので

あ る 。

納戸 中七 台所 化纏

女中部屋

欝 臓 …国姻

慮陵間兼書齋

老人 ノ間

次 ノ間

額

『婦人之友』誌読者 住 み よき家の間取 圖其十 一(1914)**

図5-2縁 側 を多用 して 日照 を得 よ うと した住宅 の平面 図例
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姻

部麗中

雛騨 台所
勿 海醒,

客室 主婦居間兼茶 ノ間

老人部屋

『婦 人 之友』誌 読者 住 み よ き家 の間取 圖其 十(1914)**

図5-3軸 を45度 振 る ことに よ って 日照 を得 よ うと した住宅 の平面 図例

▼

女中
部屋 六畳

三畳 主婦食堂

居間
[客 間

灘

四昼半 寝室 主人書齋一
『婦 人之 友』 誌 読者 住 み よ き家 の間取 圖 其 十七(1914)**

図5-4二 階建 て にす る ことに よ って 日照 を得 よ うと した住宅 の平 面 図例[
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(2)大 正時 代 中 期 以 降

1921(大 正10)年 以 降,「 食 堂 」 や 「食 事 室 」 の 呼 称 が 多 くな る(表5-1)。

「生 活 改 善 同 盟 會 」 の 「住 宅 改 善 に關 す る委 員 會 」 が1921(大IE10)年 に 発 表 し,「 世間 の

参 考 に供 せ ん と配 布 」 した 「住 宅 の 間 取 及 設 備 の 改 論1に 「茶 の 間 は 本 邦 に 於 て ・般 に 川

ひ られ る稻 呼 で あ ります が,此 庭 で は 食 事室 と同 一の 意 味 に 解 して,特 に 茶 の 間 な る名 稔

を用 ひ ぬ こ と」 と あ り,こ の 「住 宅 の 間 取 及 設 備 の改 善」 の 影 響 が 大 きか った もの と考 え

られ る。 ま た,「 茶 の 間 は 主 に 食 堂 と して使 ひ ます 。 差 當 り轡 敷 に しま した が,や が て 西

洋 式 に 改 め るつ も りで す 」(1921.4.P38)の よ うに,住 宅 の 洋 風 化 の 影 響 もあ っ た もの と

考 え られ る。

「茶 の 間 」 に は 和 室,「 食 堂 」,「 食 事 室 」 に は 洋 室 の もの が 多 い が,必 ず し もす べ て

が そ うな っ て い る わ け で は な い 。

オ リエ ソテ ー シ ョ ソの 面 で も,南 面 に接 客 空 間 と並 ん で と られ る食 事空 間 が 多 くな る。

下 吟 辱ノ9

9尾 実a伏 二訊 噸璽

塘 物置"/如 嚇 緋
台所 ・

∋響…搾 納声.鎌 薦 額

夙 關 擁 に嬬
Pへ"ラ ンタ"楓 編'威 ホ。一チ

7凡

『婦 人之友』 誌 読者 理 想 と實際 の小住宅 惣 本家 と しての隠宅(1922)*

図5-5接 客空 間 と並んで南面 に と られた食事空 間 を もつ住宅 ～F面図例
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1913(大 正2)年 に,深 見 久 七 が わ が国 と西 洋 とで は 食 事 空 間 の意 味 が異 な る こ と を述 べ

「西 洋 で は 食 事 と云 へ ば,一 家 團 樂 の機 會 で あ り長 い時 間 を要」 す るが,「 我 國 の 食 事 と

云 へ ば 談笑 す る よ り寧 ろ サ ッと食 って しまふ」(1913.3.P102)と 論 じて い るが,こ の時 期

には 『婦 人之 友』 誌 読 者 に も こ う した こ とが受 け 入 れ られ,食 事 空 間 に だ ん らん空 間 と し

て の性 格 が求 め られ る よ うに な った もの と考 え られ る。 徳 永 庸 も 「毫 所 に卓 を設 け て 食

事 を濟 ます ことは輕 便 で,多 忙 な人 の 朝食 や仕(使)用 人 の 食 事 の た め に は 喜 ばれ て ゐ るが,

常 に狭 い豪 所 の隅 で 食 事 を取 る ことは決 して愉 快 な もの で は な い。 夕 に食 卓 を園 ん で 一一家

揃 って 主婦 の 手料理 に 舌鼓 を打 つ と云 ふ こ とは家 庭 生活 の 楽 しみ の 人 な る ものN一 つ で あ

ら う」(1926.10.P131)と 食 事空 間 の だ ん らん空 間 化 を勧 め て い る。 「主 婦 」 の な か に も

「食堂 は 主 婦 の 部 屋 を兼 ね,家 族 の娯 楽 の場 所 に もな ります 」(1921.5.P61),「 食 堂 は

家 族 團攣 室 を兼 ね た い。 夕食 後 や 日曜 な ど皆 が楽 し く談 笑 す,一 番 楽 しい部 屋 と して 」(1

922.11.P96)の よ うな 記述 が み られ,食 事 空 間 とだ ん らん空 間 との兼 用 ・融 合 が進 み,南

面化 が進 ん だ もの と考 え られ る。

第4節 接 客 空 間 の 日照 ・オ リエ ン テ ー シ ョン

だ ん らん空 間 の 南面化 が進 んだ ことと関連 して,表5-2に み る よ うに接 客空 間 の北

面化傾 向 もみ られ る。

表5-2接 客空 間 の オ リエ ソテー シ ョソの経 年変 化(設 計者 の種類 別)

リ ロ リ リ リ ロ リ リ リ リ リ リ リ リ リ ロ リ リ リ コ ウ シ リ リ リ リ サ
西暦(年)080910111213141516171819202122232425262728293031323334

年号(年)恥42434445桟3456789101112131415璽3456789

北 面22221

読 南 面1316471115

な し、*1311

者 な い**11

他11

北 面11

専 南 面312134

F『1な し・*1923114

家 な い**111

他

な い*接 客 室 は な い が,洋 室 の 「廣 間 」,「 居 間 」,「 書 齋 」 な ど を もつ

な い**「 茶 の 間 」,「 食 事 室 」,「 主 婦 居 間 」 な ど の 他 に は パ ブ リ ッ ク ス ペ ー ス を も た な い

一102一



な か には,「 鷹 接 室 は わ ざとと りませ んで した。 大抵 の お客様 は食堂 へお通 しす れば いX」

(1927.1.P104),「 鷹 接 は ベ ラ ソ ダで も濟 む」(1927.4.P29),「 簡 軍 な用 談 は こ こ(玄 關)

で す ませ,友 人 や 近 親 老 に は居 間 を開 放 し」(1927.4.P29)な ど,接 客 空 間 を もた な い も

の もあ るが,接 客 空 間 を もつ住 宅 の平 面 図 は,多 くが 南面 室 を これ に あて て お り,「 座 敷 」

や 「鷹 接 室 」,「 客 間 」 な ど を北 面 に と る もの は 少 な い。 この 当時 の家 族 本位 志 向 の様r

が知 れ る。 『婦 人 之 友 』 誌 に掲 載 され た住 宅 の 平 面 図 の な か には,少 な くと も11例 の北 面

接 客 空 間 が み られ るが,そ の うち 『婦 人 之友 』 誌 読 者 の 設 計 した もの は9例 あ り,他 に は

同潤 會 の分 譲 住 宅 が1例 あ るだ げ で,い わ ゆ る専 門 家 の 設 計 した もの に は北 面接 客 空 間 は

み あ た らな い。 格 式 尊 重 や接 客 重視 の考 え方 が強 か った時 代 に,家 族 の使 う空 間 を 南 面 さ

せ,接 客 空 間 を北 面 に と ろ うとい う姿 勢 は 当時 と して は か な り積 極 的 な もの だ った と考 え

ら れ る 。

沓脱

客室 女中

玄関 部屋

レ

客間兼癒接
居間 茶の間

書齋

溺

・
台所 灘 室処

老人室

『婦 人之友』 誌読者 『婦 人之友』誌読者

住 み よ き家 の間取 圖其七(1914)**何 ん な住宅 が欲 しいか

翻訳 された家(1921)**
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麟轍 騰霧
艦懲錨 塾灘

ゆ 隠 「 げ
〆

『婦 人之 友』 誌 読 者 『婦 人之 友』 誌 読 者

何 ん な住 宅 が欲 しい か 何 ん な住 宅 が 欲 しい か 二

家 族 本位 の簡 易住 宅(1921)*私 の 望 んで 居 る住 宅(1921)*

ワ
991圭 艶 覧1'1ぐ
隔 畠

一灘1
、ll噌,^

纒 茶ノ間・客室…4
一_.∂1■

一 ・ 咽「Aム で

≒1累

λ 居間1勉 強 室`

『婦 人之 友』 誌 読 者 住宅建 築問 答 小1}1宅 の建 築 費(1923)*
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冥 霊 一・._辱 一.Y岨 ・ ロ 萎

灘 幕 、矛茶ノ間 聡 墾1善

聾譲　装降譲菱

『婦人之友』誌読者 住宅建築問答 家族本位の住宅(1923)*

。_聾1題 礎 養鱒 一_1　 ロヘ コ
コさ ゆ

難 華難'夏 季室虐 諜 鰯

粥ll盤藩 醗 響
げ 　

誉

墨 り1?菱 霞

『婦 人 之 友』 誌 読 者 素 人 の 工夫 を生 か した 家 南 澤 に建 った1{1村 貞氏 の 家(1932)*

図5-6北 面接 客 空 間 を もつ住 宅'IZ面 図 例
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第5節 私 室 空 間 の 日照 ・オ リエ ンテ ー シ ョン

「寝 室 」,「 老 人 室 」,「 子 ど も室 」 な ど の 私 室 空 間 の 日照 ・オ リエ ソ テ ー シ ョ ソ に も

心 が 注 が れ て い る。 「日 光浴 が 出 來 る よ うに 周 園 を 硝 子 に 」(1924.11.P97),「 寝 室 東

の 窓 の 所 ヘ ベ ッ ドを 置 い て,十 分 朝 日 を 入 れ 」(1922.11.P96),「 老 人 の 室 光 線 の 能 く

さ し こ む や う に 」(1914.4.P72),「-r供 室 は 第 一 に 日光 の 良 く入 る,明 る い 室 」(1915.3.

PlO5),「 了・供 室 思 ひ き っ て 明 る い 廣 い 二 間 続 き の お 部 屋 」(1919.3.グ ラ ビ ア),「 こ

れ ま で 虐 待 さ れ た 子 供 室 は,南 向 き の 暖 か な 所 に 取 り」(1921.4.P45),「 子 供 部 屋 の 南

側 全 部 硝 子 窓 と し」(1921.4.P50),「 子 供 室 は 東 西 南 の 三 方 か ら 日 光 を と り入 れ る や う

に 」(1924.11.P97),「 南 と 東 に 廣 い 窓 が あ る 子 供 部 屋 は,こ の 上 な く明 る い 温 か な 部 屋 」

(1925。1.P138),「 子 供 室 は 日當 りの よ い 南 東 の 隅 」(1933.10.P88)な ど,子 ど も室 の 日

照 や オ リエ ソ テ ー シ ョ ソ に 関 す る記 述 が 多 い 。 『婦 人 之 友 』 誌 の 特 徴 で あ る。

第6節 台 所 の 日照 ・オ リエ ンテ ー シ ョン

台 所 に 関 す る記 述 は,「 東 又 は 西 向 の 毫 所 で あ る場 合,窓 を三 角 に 突 出 せ ば,南 の 光 線

が とれ,ま た 窓 の 廣 さ も大 き くな り,通 風 に も よ く,窓 際 に流 しを作 れ ば い つ も 日光 と風

とで 心 地 よ く乾 くで せ う」(1928.10.P62),「 南 側 の 雨 角 を取 って 六 角 形 の 毫 所 と しま し

た の で,南 の 日を 受 け る部 分 が 多 い」(1919.5.P30),「 南 の 窓 は 全 部 硝 子 戸,西 は 板 戸

に して 必 要 に 応 じて 取 り外 して 西 日を 入 れ る」(1923.11.P167)な ど き わ め て 具 体 的 で,

記 述 の 数 も多 い。 当時 は 冷 蔵 庫 の 普 及 もそ れ ほ ど多 くな く,冷 蔵 器(井 戸 に つ け る トタ ソ

製 の 箱)(1928.10.P65)の 工 夫 が紹 介 され た り,深 く掘 り下 げ た 食 品 貯 蔵 室(1917.3.P109)

が 紹 介 され た りす る ほ ど,食 品 の保 存 の た め に は 注 意 が払 わ れ て お り,室 温 の 上 昇 に は 敏

感 で あ った は ず で あ る が,そ の こ と に も増 して 明 る く衛 生 的 な 南 向 きの 台 所 が 望 まれ て い

た と い う こ とで あ る。 この こ と は,『 婦 人 之 友 』 誌 読 者 の 設 計 した 住 宅 の 平 面 図 の な か に

少 な くと も10例 もの 南 面 台 所 が み られ る こ とか ら もわ か る。
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図5-7六 角 形 の豪 所 図5-8冷 蔵 器

騒 売F監 翻

駆 篇 薩課{口 詞三劃
欄 鞭⊇ 郵111遡 饗 齋1

蟹 鰯 灘鐸
『婦 人之友』誌 読者 『婦 人之友』 誌読者

住 み よき家 の間取圖其二(1914)*住 み よ き家 の間取 圖其六(1914)*
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『婦 人之 友』 誌 読 者 『婦 人之 友 』 誌 読 者

何 ん な住 宅 が 欲 しい か 何 ん な住 宅 が欲 しい か

翻,澤 され た家(1921)**家 族 本 位 の簡 易 住 宅(1921)*

一一 一3き こ

鳳地下室 ぎ1羅 ゑ

幣 驚 蓮}…
『婦 人之 友』誌読者 理 想 と實際 の小住宅 私の頭 に熟 した理想の家(1922)*
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『婦人之友』 誌読者 『婦人之友』 誌 読者

住宅建築問答 住宅建 築問答

夏期 だけの簡 易 な別荘(1923)**家 族 本位 の住宅(1923)*

図5-9南 面 台所 を もつ 『婦人之友』誌読 者が設訓 した住宅 平面図例

まとめ

人 正 期 を 中 心 とす る デ モ ク ラ シー期 の 『婦 人 之 友』 誌 の 住 生 活 関 連 記F拝 と住 宅 の'1!面 図

を分 析 した 結 果,日 照 ・オ リエ ソテ ー シ ョソの 問 題 に つ い て,つ ぎの 点 が あ き らか に な っ

た 。

1.『 婦 人 之 友』 誌 読 者 の 日照 に関 す る意識 は 高 く,専 門 家 に よ る衛 生 的 な提 唱 を積 極 的

に受 け とめ て い る。

2.大 正 時 代 の 中 期 以 降 に は,家 族 だ ん らん が提 唱 され るな か で,食 事:空間 の だ ん らん空

間 化 を進 め,そ れ と同時 に 南 面 化 を進 め て い る。

3.私 室空 間,台 所 な ど,家 族 の 日常 生 活 空 間 の 南面化 をす す め て い る。 ・部で は あ るが,

接 客 空 間 を北 而 に と る もの もで て くる。

『婦 人 之 友』 誌 読 者 に と って,だ ん らん空 間,私 室 空 間,台 所 な ど,家 族 の 日常 生活 空

問 に関 す る 日照 の 要求 は 切実 な もの で あ った こ とが わ か る。 「洪 水 の や ふ に 日光 を導 く」
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(1922.11.PIO9)と い う表 現 もみ られ,日 照 へ の強 い あ こがれ が うか が われ る。 『婦 人 之

友』 誌 読 者 の設計 した住宅 の平 面 図 に も,家 族 の 日常 生活空 間 に 日照 が得 られ るよ うに い

ろい ろの配慮 した ものが 多 い。 さ らに,一 部 で はあ るが 『婦 人 之友』 誌 読者 は接 客 空 間 の

北 面化 も進 めて い る。格 式尊 重 や接 客重 視 の考 え方 が強 か った時代 に,家 族 の使 う空 間 を

南面 させ,接 客空 間 を北 面 に と る とい う考 え方 は 当時 と しては積極 的 な ものだ った とい え

る 。

建築の専門家の説 く日照 の意義や設計上の理論 を積極的 に と り入れ,生 活上の実感 や具

体的 な工 夫を述 べ る 『婦人之友』誌読者 の記事 は,社 会的 に も意義 のあ ることだ った と考

え ら れ る 。
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